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日本放射光学会は昭和63年 4 月 1 日に正式に発

足することとなった。本学会は設立趣意書(本誌

114頁)にもあるように，放射光利用を目的とする

加速器@光源技術はもとよりそれらを含む自然科

学および工学@底学といった広い学問領域を包含

するものである。そしてこの広い学問領域を新た

に放射光学と呼ぶことにしてこの学会を「日本放

射光学会J (The ]apanese Society for Synｭ

chrotron Radiation Research )と命名するζと

とした。

乙のような学会が必要であるとの議論はかなり

以前から PF 懇談会などにあったようであるが，

乙の度の学会設立のための直接的な動機は全国の

放射光学に携わる研究者が既存の放射光学施設に

とらわれず，放射光学lζ関する情報交換を迅速か

っ円滑にし，放射光源を含む学際領域の開拓等学

問的成果の向上のための場が必要であるとの認識

からである。

乙の様な背景の下 lと，昭和61年の秋も深まった

頃から関係者の間で具体化するための模索が始め

られ，年が明けた昭和62年 1 月から発起人の輪を

広げるとともに，同年 2 月 4 -5 日に高エネノレギ

ー物理学研究所で開催された科学研究費補助金総

合研究 (B) (代表者:千川純一)による研究会

「シンクロトロン放射光科学の将来計画の調査J

における懇談会の席上で高良和武先生から「学会

設立を目指して準備を始めたので皆さん方の積極
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的な参加@協力をお願いしたい」との話があり，

これを契機に具体的な学会設立への歩みが始った。

1 年余りに亘る学会設立の準備期間において，

進捗状況および時間の経過に応じて必要となる議

論の場が，設立準備会， ワーキンググループ合宿，

発起人総会，拡大幹事会および評議員候補者会議

として夫々設けられたが，そこでの議論の内容に

関してはワーキンクゃクツレープ合宿と拡大幹事会を

除くものについて〔資料- 1 J として議事録ある

いは議事要録を末尾に掲載した。乙乙では経過の

大要を記すζ ととして，詳しくは ζれらの資料を

参照して戴きたい。

高良先生を中心として発起人を広く募る運動が

すすめられ， 3 月 9 日に東京大学山上会館におい

て第 1 匝の学会設立準備のための会合が発起人21

名を集めて開催された。乙の会合において，学会

の組織@定款@事業内容に関する議論がなされ，

また学会設立のための具体的な手順が検討された。

そしてこの議論を基にワーキンググループによっ

て各項目についての試案を 5 月初旬までに作成す

る乙ととした。そして ζのワーキンググループの

構成は専門分野@地域性を充分考慮して行うべき

であるとの条件付で各々の責任者に一任された

〔資料- 2 J 。また乙の席上， この設立準備の会

の名称、を設立準備会とする乙とが決定した。

第 2 回設立準備会は 5 月 23日に東京大学工学部
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で行われ，ワーキンググループによる試案につい

て検討が加えられた。試案はなお引続き検討すべ

き点はあるものの概ね了承された。乙の席上で学

会の発足は昭和63年 4 月としこの時l乙設立総会

を開催することが決定されたが， 乙の時までの準

備等に関する具体案を再びワーキンクゃクツレーフ。で

検討する乙ととなった。

第 3 回設立準備会は10月 3 日に東京大学山上会

館で開催され，学会発足に至る手順が承認された。

また学会事務を委託する業者の選定を含めて，今

後の設立準備から正式発足までの活動を円滑に行

い得るような体制を確立する乙とが必要との乙と

で，各分担事項の担当者の人選を進めることとな

った〔資料- 2 J 。また学会の準備段階から正式

な発足への移行をスムーズに運ぶために，準備段

階から可能な限り発足後での制度に準拠した活動

形態を採る必要がある点が強調された。

発起人総会は昭和62年10月 31 日に東京大学山上

会館で代理出席者を含め45名の参加を得て開かれ

た。総会での議題はJ 事前に発起人に配付した設

立趣意書，組織@定款，事業内容および設立まで

の手順に関する事柄であって，欠席者からのアン

ケート回答結果を交えて種々議論があったが概ね

了承された。

発起人総会での承認事項を受けて，発足時，即

ち昭和63年 4 月 1 日における学会組織を準備段階

に.おいて決定しておく必要があるため，学会発足

以降に有効となるべき定款@細員IJの精神にできる

限り則った方法による会長候補者および評議員候

補者の選挙を行うこととなり，発起人全員(選挙

告知日:昭和62年12月 5 日現在 245 名)による

選によって各々を決定した。この選挙によって会
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長候補者，評議員候補者および幹事といった組織，

および乙の頃には事務を委託する業者も決り，発

足を迎える体制が整った。なお，会長候補者およ

び評議員候補者の名称は，学会発足前の発起人総

会によって承認を受けた選挙管理委員会〔資料-

2 J による選挙によって選出されたという経緯に

よるもので，学会発足後の総会において定款の承

認を受ければ正式な会長および評議員となる筈で

ある。

昭和62年12月初日には無機材質研究所において，

l 月 23日開催の評議員候補者会議に向けての，

務局，各幹事， ワーキンググループ有志による拡

大幹事会が開催され，各幹事の分担事項について

の報告@審議が行われ設立間近の学会としての入

会案内賛助会員の募集，学会誌の編集方針，年

会開催等の具体的な事業計画が検討された。

昭和63年 1 月 23日には，評議員候補者会議が東

京大学山上会館において開催され，拡大幹事会で

の検討結果が一部を除き審議の後に承認、された。

評議員会での議決等運営に係わる事柄については

今後の問題として残されているが，乙の会議によ

り 4 月 1 日の学会発足ならびに 4 月 23日の第 1 回

総会を迎える準嬬は整った。

第 l 回設立準備会から一旦は決りながらも常に

議論が繰り返されてきた点は，放射光学の将来計

画に関する事項の検討の場の設置と学会賞設定の

是非および学会の名称の問題である。その他，既

存の放射光施設に関連する各組織との関係等，今

後とも引続き慎重に議論を進めなければならない

問題も残っている。
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〔資料- 1 ) 

第 1 回日本放射光学会設立準備会議事録

日時:昭和62年 3 月 9 日(月) 13 : 30-16 : 30 

場 所:東京大学工学部物理工学科会議室

出席者:安藤正海，石井武比古，伊藤文武，岩崎 博，大隅一政，菊田慢志，黒田晴雄， IJ\村幸友，

高良和武，佐々木泰三，下村理，田中治郎，千川純一，床次正安，波間 武，早川和延，

富家和雄，藤井保彦，松井純爾，三井手IJ夫，宮原恒星 (21名)

議

1. 標記会議の議長に高良発起人を選出した。

2. 高良議長から学会設立の呼びかけに至った経緯について説明があった。また，設立呼びかけ文

を約80人に発送し， 3 月 8 日現在60人から設立発起人となる乙とを承諾する旨の田答があった

との報告があった。

3. 岩崎発起人から既存の学会の組織を示す例として， 結晶学会， フォトン@ファクト

リー懇談会各々の定款@会員IJの配布があり，学会組織の大綱について種々議論した。その結果，

とりあえず任意団体として発会することとした。また，近く関かれる S 設 I -88 会議へのこの

学会の寄与の仕方について議論があった。

4. 岩崎発起人から放射光学会定款案の配布があり，種々議論の結果，名称は日本放射光学会とす

る乙ととしまた学会の行う事業としての学術講演会，研究発表会の開催及び学会誌の発行等

について議論した。また研究奨励，業績表彰も事業の中 lζ含めるべきであるとの意見もあった。

その他，会の組織のあり方，及び既存の放射光関係の組織，例えばPF 懇談会， INS-SOR 

グノレーフ。，関西 6 GeV-SR 計画世話人会， HISOR 懇談会，東北 TURNS 005 グノレープ等

との関係についても種々議論があった。

5. 学会設立までの手願について種々議論があり，大要以下の事項が決定された。

(1) 設立準備会(本日の会合出席者に十人程度を加えたもの)を発足させる。

(2) その中にワーキンググループを作り，学会の組織，事業，設立趣意書についての具体案

を 5 月初旬までに作成することとした。

学会の組織，事務局などの案作成………大隅(高エ研)

学会の事業などの案作成…………………藤井(阪大)

設立趣意書の案作成………………………安藤(高エ研)

(3) 発起人名簿を確定し， (2) の案の承認を求める。

(4) 設立総会の準備を行い，他の学会誌に学会設立のニュースを流す。

(5) 発起人に入会申込書を配布し会員募集を依頼する。

(6) 当座の学会の運転資金は発起人の前納会費によることとする。
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第 2 回日本放射光学会設立準備会議事録

日時:昭和62年 5 月 23 日(土) 15 : 00 --17 : 30 

場 所:東京大学工学部物理工学科会議室

出席者:安藤正海，飯高洋一，岩崎 博，植木龍夫，大間一政，太田俊明，菊田健志，高良和武，

佐々木泰三，坂部知平，下村 理，田中治郎，千川純一，床次正安，早川和延，冨家和雄，

福谷博仁，藤井保彦，堀越源一，松井純繭，松下正，三井利夫，宮原恒星，渡部 力，

渡辺誠 (25名)

議

1. 学会組織，事業内容，設立趣意書各ワーキング@クツレープ代表から各ワーキング@クツレープで

の検討結果の資料が配布され，各々について種々質疑応答があり，大要以下の事項が決定され

た。

2. 学会組織に関して配布された定款(案)について種々議論の後，次の点が追加あるいは決定さ

れた。

(1) 学会名に英訳をつける ζ と。その名称は

The ]apanese Society of Synchrotron Radiation 畏esearch とすること。

(2) 会長，評議員の選挙は年 1 回秋にまとめて行うようにすること。

(3) 学術会議に学会として登録することを考慮すること。

(4) 学会賞を設けることを定款に明記する乙と。

(5) 会長の任期は l 年とすること。

(6) 年会費につき正会員は 6 ， 000 円とし， は 4， 000 円とする ζ と， は 15 ， 000 

円，賛助会員は 1 Iコ 50 ， 000 円とすること。

(7) 事務局に関しては今後とも更に学会事務の委託可能な業者を捜す ζ と。

3. 事業内容に関して配布された資料に基づき種々議論の後，昭和63年 4 月に学会を発足させ， こ

の時 iζ設立総会を開催することが決定された。この設立総会に先立ち，今秋11月に発起人総会

を開催することが決定された。

学会誌の発行は年 4 凹以上とすることが決定された。

4. 営会設立に向けての今後の準備等 lζ関する具体案を作成するため，今夏再び学会組織，事業内

容，設立趣意書各ワーキング@グループが合同で会合をもち，検討結果を次回の学会設立準備

会に提出する事が決定された。

5. 学会設立郡意書については，配布資料に基づき検討が加えられ，今後は安藤正海発起人が高良

和武，佐々木泰三両発起人と協議の上，最終案を作成することとなった。また，設立趣意書の

発信人は学会設立準備会代表高良和武とすることが決定された。

6. 次回会合は 9 月に開催することが決定された。
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第 3 回日本放射光学会設立準備会議事録

日時:昭和62年10月 3 日(土) 14 : 00--17 : 00 

場所:東京大学山上会館

出席者:安藤正海，飯高洋一，伊藤文武，岩崎博，植木龍夫，大隅一政，菊田程志，黒田晴雄，

高良和武，近藤泰洋，佐々木泰三，下村理，菅滋正問中治郎，千]11純一，富家和雄，

福谷博仁，藤井保彦，堀越源一，松下正，三井手IJ夫，宮原恒星，渡部力，渡辺誠

議

(24名)

1. 前回議事録(案)が一部修正のうえ，承認された。

2. 学会組織検討ワーキンクoクツレープの大隅発起人から細則(案)および各委員会規程(案)が示

され，種々議論のうえ一部を修正して承認された。

3. 学会趣意書ワーキンググループの安藤発起人から趣意書修正案が提出され，若干の変更を加え

ることで承認された。

4. 学会事業検討ワーキングクツレーフ。の藤井発起人から来年 4 月の学会発足に到る具体的手順

(案)が示され，種々議論の後承認された。 ζのなかで学会事務を委託する業者の選定を更に

進めることが決定し発起人総会後の活動を円滑にすべきであるとの意見が出された。また乙

の会の後，学会発足までの具体的活動を担当する責任者を，現在の事務局と各ワーキンググル

ープで検討のうえ決定する ζ ととなった。

5. 発起人総会を10月中に開催する ζ とが決定された。

日本放射光学会設立発起人総会議事要録

日時:昭和62年10月 31 日(土) 14 : 00 --17 : 00 

場所:東京大学山上会館 2 階会議室

出席者:浅見 明，蟻J1 1達男，安藤正海，飯高洋一，石黒武彦，岩崎博，植木龍夫，上村税男，

宇野良清，大隅一政，大政正明，尾嶋正治，小寺正俊(上坪宏道代理) , ]1 1村隆明，

菊田慢志，高良和武，小早川久，近藤泰洋，坂井信彦，佐藤繁，塩谷亘弘，下村理，

菅 滋正， 鈴木茂雄，高橋敏男，高宮誠，田中健一郎，問中治郎，千川純一，床次正安，

中島邦雄(青木貞雄代理) ，長田哲夫，波間 武，橋爪弘雄，緩野嘉彦，早川和延，原雅弘，

櫓枝光太郎，久継徳重，福谷博仁，富家和雄，藤井保彦，堀越源一，渡部 力，渡辺誠(45名)
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議

1. 高良発起人から学会設立の呼びかけに到った経緯ならびに設立準備会によるその後の作業経過

に関する報告があった。

2. 安藤発起人から日本放射光学会設立趣意書(案)について説明がなされた。趣意書は学会を位

置づける重要な文書である乙とから内容に関して更に検討を加える余地を残すとともに，英

訳も考慮中である旨説明された。これに対して用語としての放射光の是非，包含する研究分野，

学会の規模などについて種々の議論がなされた。

3. 大隅発起人から日本放射光学会定款および細員1]，学会の組織，事業計画@任期(いずれも準備

会案)について説明がなされた。学会誌の様式。内容に関連して種々の意見が交わされたが，

12月選出予定の評議員候補者による評議員候補者会議で継続審議することとした。

4. 藤井発起人から， 11 12月の会長候補者@評議員候補者選挙から来年 4 月の学会設立にむけて

の設立手11憤案に関して説明がなされた。年会@総会の 4 月開催についてはこ，三の異議が出た

が， これについては来年の 4 月に学会設立総会，記念講演会を実施するが，通常年会，総会に

ついては評議員会議で審議すべきである旨説明があった。

5. 設立発起人総会に向けての資料とともに配布したアンケートの集計結果が大隅発起人により披

された。 120件の回答があり，大多数はおおむね準備会案に賛同して戴けるものであったが，

多数の有意義な指摘事項もあった。

6. 大隅発起人から学会事務の業務委託候補者として 3 社に関しての説明がなされた。

主な求認事項:

(1) 学会設立の手順案は賛同多数lとより承認された。

(2) 来年 4 丹設立のための事務局世話人(高良和武，岩崎 博，大隅一政) ，選挙管理委員

(岩崎博，大隅一政，菅滋正，渡辺誠，下村理，藤井保彦)および各幹事(庶務:

田中健一郎，会計:菅滋正編集:宮原恒星，行事:下村理，渉外:藤井保彦)が賛同多

数iとより承認された。

(3) 学会設立趣意書，定款および細則については， さらに検討を加え評議員候補者会議に提出する

ことが了承された。

(4) 学会設立準備金および次年度会費の納入を設立発起人各位へお願いすることが承認された。

(5) 学会業務委託はアイオニクス社に依頼する乙とが承認された。

その他 (アンケ…トの回答も含む)

1. 既存の学会との関係についての意見交換があり， この問題は慎重に取り扱う必要があることが

確認された0

2. 既存の放射光施設のユーザー団体との関係を明確にする必要があることが指摘された。
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日本放射光学会評議員候補者会議議事録

日 時:昭和63年 1 月初日(金) 14 : 00---17 : 00 

場 所:東京大学山上会館会議室

出席者:高良和武(会長候補) ，安藤正海，飯高洋一，石井武比吉，岩崎 博，植木龍夫，大隅一政，

太田俊明，菊田悟志，小村幸友，佐々木泰三，佐藤繁，下村理(行事幹事) ，菅滋正

(会計幹事) ，千川純一，床次正安，波岡 武，富家和雄，藤井保彦(渉外幹事) , 

議

宮原恒星(編集幹事) ，渡部力，渡辺誠各評議員候補者

田中健一郎(庶務幹事) ，柿沼孝俊(事務局) ，西野三和子(事務局)

1. 標記会議の議長に佐々木評議員候補者を選出した。

2. 評議員候補者会議の定足数について論議があり，今回は暫定的に評議員候補者総数の%以上の

出席が確認され，会議として成立する旨了承された。

3. 高良会長候補者から設立発起人総会(昭和62年10月 31 日)における議事と検討事項，

に関する報告があり，一部訂正の上，承認された。

4. 高良会長候補者から会長および評議員候補者選挙の開票結果に関する報告があり， 5 名の同数

者から 4 名の評議員候補者の選出は，発起人代表として同氏が，分野，年齢を考慮して行

なったことなどが説明された。これらの結果は，賛同多数で承認された。また，評議員候補者

の辞退申し出に関しては，慰留に努めることで了承した。

5. 安藤評議員候補者から学会設立趣意書に関して，設立発起人総会で指摘された部分の検討およ

び関係者等との協議結果について報告があり，審議の結果改正案が確認され，安藤評議員候補

者が成文を作成することになった。用語をめぐってかなり議論された司本語学会名は，設立後

の定義の定着を考慮して「日本放射光学会J であることが承認された。また英語名に関しては，

設立総会までに内外の学識者に意見を求め決定することとした。

6. 大隅評議員候補者から学会の定款，細射について報告があり，若干の部分を訂正した他は設立

発起人総会で、総会への提出を承認されたものと，殆ど内容が変わっていない旨の説明があった。

，議事の決定方法等 iζ関する規則が定められていないことが指摘され，種々の

議論の結果大隅評議員候補者を責任者としてワーキンググループ試案を作成し次回

会で審議することとした。

7. 下村行事幹事より行事委員会委員の紹介ならびに 4 月 23 日開催予定の設立総会および第 l

会としての記念講演会に関する報告があった。講演内容については議論があったが，本学会の

趣旨を明確に位援付るもので，学会の対象となる広い研究領域を含むものであるという条件で，

行事委員会に検討を一任した。

8. 宮原編集幹事から編集委員会委員の紹介ならびに学会誌の編集方針，発行計画に関する報告が
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あった。創刊号は 5 月中に，次号以降 3 号を年度内に発行する旨説明された。創刊号の内容，

次号以隣の編集方針について種々の議論があったが，創刊号については，時間的な制約から編

i乙一任しその他の検討事項に関しては，編集委員会で検討の上，次回の評議員会で

審議することとした。

9. 藤井渉外幹事から渉外委員会委員の紹介ならび、に活動計画について報告があった。

r Synchrotron Radiation News J への本学会設立ニュースの掲載要請， rs R 1 -88 J の

後援， 日本学術会議への登録等を議論の結果確認した。

10. ら昭和63年度予算案が提出され，会費収入や学会誌広告掲載料について議論があ

ったが，大枠については承認された。また，諸委員会等の旅費に関する議論の結果，学会活動

の発展を考えると，原則として支払うべきであるが，現状では節約せざるを得ない状況である

乙とから，当面は支払えないことを確認した。

11. 田中庶務幹事から会員勧誘の手般に関する説明があり，評議員候補者は極力努力するとともに，

設立発起人全員に会員勧誘を依頼する ζ ととした。

12. 第 l は 4 月 23日設立総会の日に行なうこととした。

十糸、争、手

〔資料- 2 ) 

ワーキンググループ(@:

。安藤正海，

組織@定款

十 、手

0: 

0安藤正海，植木龍夫，@大隅一政，下村理，松下正，宮原恒星

事業内容

0安藤正海，太田俊明，近藤泰洋， 滋正，@藤井保彦，渡辺誠

設立準備体制

高良和武，岩崎 博，大隅一政，アイオニクス附

(学会発足後も継続)

、長十手、争、争、長十÷

庶務:田中健一郎，会計: 滋正， :宮原恒豆，行事:下村理，渉外:藤井保彦

選挙管理委員会(@ : 

。岩崎博，大隅一政，菅滋正，下村理，藤井保彦，渡辺誠
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